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"
：
.
.
.
.
；

 ..；.
.
；

.
ふ 

V:.,,

一' 

'
'
に
®

刺
邑
的
に
.
.、•
.行
爲： g

緒
東
‘

g

湖
し
：

H
U

週
.と
し
よ
う
と
す 

V
を

熊

度

を

，
お
.
.

.
5
:

で
、
，
ネ

ラ

，
ン
，グ

a

;ン
；
の

思

，想

ぱ

ま

：

P
： f

義
的
傾
向 

}

を
.

み̂
-
,を
ね
る
ぐr 
;
§
i

.
ぉ
..の
近
.親
#

に
：

A
い
.：

も
.ブ
功
利
生
義 

:,

を

睛

る

，幾

合

に

は

、
；
：
功

；

m

ぱ
宗
敎
或
は
倫
理
と
無
關
係
な
も 

,か
"だ

な

仏

：，-:
.ぞ
れ
ぱ
快
樂

主
： #

&

は
な
て
、：
む
レ
ろ
ま
欲
生
-ま
.

り

、
，
：バ
タ
，
^
.
^
:
;
^

所
謂
利U

I

主
義
と
ほ
經
辨
にM

別
.ク
る
，べ
き
、
 

.

.，'で
あ
る
。
' 

.
ま

の

思

想

に

，お
，

S

て
功
思
M

が

德
.に
開
か
れ
て
ゐ
る
と
. 

:-.5'

ル
，こ
A

s
、
：'娘
の
；宗
敎
的
動
機
に
基
タ
く̂

。
：
と

の

宗I

動
機
一 

ご

，彼

の

；
思

嗽

：

^
經

濟

的

利

：己
.主
義
と
ま
別
さ
：れ
る
と
h

ろ
. 

y
め
#
:理
的
歡
色
彪
づ
.
.
t
.か
た
生S

遂
行
.の
，
原

理

せ

ぁ
.る

。

功

利
 

广
主ii
ぜ舉に生新してで：
は

-
 ̂く

.、
：
；
#

挑

觀

と

し

て

安

常
 

<す

を

だ

め

k;,

は
>
.
:も

れ

：
：
^

理
.的

意

味

を

も

つ

の

.
で
な
け
一
れ
ぱ 

'て
な
.，も.：
なル

， ®.;
&
ズ
て
.そ
れ
.は
.經
濟
的
利
，已
主
義
と
は1̂

别
さ
れ 

へ.る
.。
k

,に
そ
れ
が
倫
辦
あ
ぁ
る
た
，め
に
ぱ
趙
施
的
純
；へ
；
の

.信
仰
に
. 

,
よ
る
人
格
ゆ
‘ S

棘

外

と
▲

形
ま
宗
敎
的
動
機-が
’前
提
と
.さ

れ

，
て
；

ゐ

な

け.

な

；ら
；
.な
' 5-

0
;

人

格

性.が

同

時

，に

倫

，
理

で

あ

る

.こ
：
と：.
. 

な
し
に
は
、
，功

用

性

が

德

に

れ
'て
ゐ
る
と.い
’ふ
こ
と
は
理
解 

さ
れ
え
な
い
；け
と
の
點
に
お
い
て
サ
科
，主
義
と
フ
ず
ン
ク
=
^
.ン
^
1 

恩
姐
と
の
間
の
根
本
的
な
類
似
性
を
指
摘
し
う
‘る
。

、

.

‘, 

.

.☆
本
主
義
的
動
機
を
倫
理
的
意
味
を
も
つ
も
.
Pと
し
な
い
な
ら
，
 

，
ぱ
、
☆

本
主
義
は
人
間
に
と
つ
て
無
意
ゆ
'な
も
の
と
化
る
。
從
ウ 

\

て
资
朱
主
萌
が
人
間
的
现
象
で
ぁ
る
服
り
、
を
れ
は
信
仰
と
無
關 

係
で
は
あ
り
え
な
い
。
か
ぐ
て
資
本
主
義
的
動
後
とr
T

ラ
ン
ク
ル 

ン
の
思
想
と
の
間
に
近
一
視
性
が
見
出
さ
れ
る
。

>
1 

,

:

フ
ラ
ン
ク
リ
ン
-が

r

人
と
人
と
、の
間
の
交
際
に
お
け
る
眞
實
、

、

識
實
及

び

廉

©

は
人
生
の
幸
福
に
と
つ
.て
最
も
重
要
で
ぉ
る
と
い 

ふ
‘こ
と」

•(ibid., 

P
,
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8
)

を
確
信
レV；

ゐ
た
ふ
い
ぶ
點
に
あ
い
て 

.
赦

'の
m
ル想
は

禁

欲

主

義

を

r

'

、
み

て

人
間
主

義

に

向
り
て
ゐ
た
と
い

る

で

あ

ら

タ

0 

‘何
と

な

れ

' 
ぱ

お

人

間

關

係

性

ぱ

そ

の

' 

, 

人

推

性

，を

れ

ひ

、

そ

の

人

将

性

は

禁

欲

主

/義

か

ら

で

i
.

な

く

、

人

， 

'

W

中

I

義

か

k
i
\

の

み

導

か

れ

る

か

ら

で

'
あ

る

0/

被

の

思

想

‘
の

现

世

性

，
，
. 

は

こ

の

人

間

主

義

へ

の

指

，；！

の

现

れ

で

ぁ

ら

う

。

人

間

ホ

の

‘斑
 

,
他

性

は

禁

歡

主

義

の

來

^

と

料

照

的

.で

ぁ

る

。

し

か

し

彼

の

思

 

扭

.は

.決

.

.し

：.
.て

間

主

'義

も

賞

徹

し

た

.，も

.ゆ

：

で

樣

な

か

'
'つ

.た

や

，.う

.p
.
!

.

:
,:.

.
あ

る

。
 

.
'
• 

' 

,

- 

1 

.
>彼

は

維

お

ゆ

派

の

獨

#

な
信
條
へ
，
の

否

足

的

態

度

か

，い

し

に

： 

‘カ
本

、

H-:

義

？
'
介

邵

仲

 

' 

. ,

い
か
な
，
る
が

I

小
派
的
色
彩-
}
:
^
も

、
.た
なS:,.
'r
徹
底
的
九
：自
然
神
論
者 

,
(
D
e
i
s
t
)

に
な
っ
た」

一；®

id....p:7.6)i.

が
、

れ
に.歡

は

自r£T

の
：經 

驗
か
ら
し
て「

a
J

ね
敎
義
ぱ
だ
"ふ
リ
ベ
.：真
寶
で
を
らc

W

も
、
，あ
ま
'

.
り

有

儿

(

|

ホ

5

や

敦

か

；̂

}

:疑

，
ぴ

校

ピ

め

た

』

0
.: 
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プ
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文

彼

は

〔

神

學

上

の

論
.

®

；
.
‘或

は

f

宗

敎

わ

獨

特

な.敎

H

の

，
說

明
.
」
； 

，
よ

り

も
、

，r

道

德

的

原

.
理

y
:
:
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:

の

.

.；說

明

.に

：
、

义

★

あ
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;宗

派
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.
，
信
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に

す
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り
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「

蔬

®

な

市
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す
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に

，
照
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i
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從

：
っ

ホ
p

.
の

氣

に

；
入

，
，
る

：
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：
ぅ

：

4
:
^
r

說

敎

」

は

r

敦
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嘯

風

な

所

が

殆

ん

ど

を

N
/

A
,

德

の

賞

韻

或

は

宗

敎

的

犧

式

で

，

は
！
！
：
、 

,
行

〈
g

:
o

o
d

 

w
o

r
k

s
)

と

よ

ぱ

れ

る

と

b

.

.み

.れ

も

，
の

を

：
强

く

説

，

ハ

，
た

」

； 

も

の

で

あ

っ

た0 

(
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海

す

彼

B
:
'

と

.っ

て

：
重

要
. 

な

の

は

敎

義

の

眞

懷

性

で

，
は

な

く

、

，
：

.：
，
そ

の

，
有W

性

セ

：あ

，

次
.
；
g

學

，
 

的

原

理

で

は

.な

く

、

道
！
！

的

原

理

で

あ

ウ

ゴ

旗

理

を

の

も

P

 

は

な

く

、

原

理

の

適

舟

が

、

來

m

で

ゆ

な

ぐ

現
#

:

が

彼

，の

；
開

心

事

，
 

で

あ

り

を

。

彼

の

t

思

‘想

の

現

#

#

!

へ

の

脂

i
t

は

>
,
.
.
オ

れ

と

；
清

歡

使

， 

,,,

的

倫

理

，
と

を

對

比
.す

，

と

明

ら

か

せ

あ

る

0
:じ

、

-
‘ 

：

-

,

,
.
' 

;

' 
'
J
.
,

,

r

個
-

の̂
德
’に
お
け
る
#

^

^

:に
-る
み
ご
の
.
^
,
}
^
的

、
，
，統

計
 

的

な

フ

、
一
ヴ
ン
ク
リ
ン

.：の.帳
傅(

如

ブ

，ホ
レ
ぎ'

を
清
氣
徒
が
.そ
：
 

れ
を
も
っ
て
み
づ‘か
ら
自： g

の

r

脈
袖
を
み
た」

r

宗
敎
n

記」

と
は
共
に
赵
糖
：̂

性§

思
想
に
甚
づ
く
體
系
的
な
自
已
秘
制
,
 ̂

そ
、

€
：

‘內
容
と
すJ<?。

じ
か
.：̂
雨
者
に
.あ
>

グ
こ
'の
^
3
1
1
1
3

紘
制
が
、も
,

.

:
 

,
’ 

ニ 

J

,

.

、
厂

-

.
叫

九
.(

一
九
1:>



意

'ま
ほ
決
し
て
周
一
で
は
な5

。

卽
ち
後

^
に̂
あ
っ
て
は
自
己
：
 

絲

制

はr

永遠のはじめ，
ょ力れた撰び成衆却の唯
 

一

わ

り

、(protestantische Ethik,. S.12s) 

‘继
ゥV-KC

取
は

l

i撰
摔
の
敎
説
に4̂

、、

ゥ
く
も
の
で
あ
っ
た
が

、* 

1
E

者
に
あ
ウ
て
は
タ
c
>れti
こ
の
や
ぅ
な
敎
說
に
基
づ
く
も
の
で
は 

な
く
て
、
道
德
的

{一I
成A

J

い

的

に

對

す

る

乎

段

で

あ

っ

た

0 

の
か

i
る
和
異
は
欣
M
l
:
ル
に
お
す
る
各
々
の
見
辦
に
-お
い
て
は 

つ
含
り
現
れ
て
ゐK5

。

ブ
ラ
ン
ク
リ
ン
に
と
つ
てr

⑤
示
は
そ6

 

、も
れ
と
し
て 

'
は

嬰

で

：は
な
か
っ
た
。
k

し
あ
る
箫
行
爲
は
そ

' 

れ
ネ
が

®
示
に
ょ
ウ
て
樊
此
せ
ら
れV

ゐ
る
か
ら
悪
い
の
で
は

. 

V

成
は
後

'ホ
が
そ
れ
ら
を
命
じ
て
ゐ
タ
か
ら
善5
わ
け
で
も
な 

か
ら

0
が
、
多
分
儿

X
の
ボ
へ
た
上
で
、

‘それら

Q
 

がそれら

ini

身

'の
.性質に

.

.おて

.寄力

' にと，つ

'.'
て
.惡
か

ら

禁

正

.； 

せ
ら
れ
、
’成
は

W
絲
で
あ
る
か
ら
命
せ
，も
れ
て
ゐ！§

の
で
あ
ら
り 

-
^
'
5
-

ふ
^
&ル
を」

は
他
い
た
。(Franklin; p. 78

)

し
か
る 

に
清
教
徒
に
み
っ
て
は
件

'小
そ
の
も
の
が
、
.敎
⑧
と
い
ふ
形
で
先 

，づ
第j

に

'
要̂

視

さ

か

る

。

、こ

.

異
に
も
拘
ら
す
、
雨
者
の
實
，
 

踐
的m

緒
に
お
け
る
類
似
性
は
次
の
如
く
説
明
さ
れ
ぅ
る
で
あ
ら

- 

り
。 
ホ

敎

は

ツ

⑩
你
な

.；

I

の
r
'
と(spirisalrty)

に
■
は
れ 

ぱ
携
る
ほ
ど
、
.現
低
的
籍
事
件
を
處g

す
る
®
敏
さ
と
巧
み
さ
と 

を
め
し
た j

ひ(
p
r
o
t
e
s
t
a
n
t
i
s
c
h
e

 

E
t
b
i
k
y
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2
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こ
れ
に
反

し

て

ブ

ラ

ン

V
-
、

ン
は
現
货
的
睹
事
件
の
處
理
に
沒
頭
す
れ
ぱ
.誇 

頭
す
る
ほ
ど
'、
宗

敎

そ

の

も

の

，の

本

質

わ

確

信

す

る

に

至

.

前
者
に
，あ
セ
て

.は
道
徳
的
ホ
お
は
來
世

1

念
に
關
す
る
賊
り
問 

遊
と
さ
れ
、
後

#
に
お
、.S

ては來，

念は衝德的生法に關
 

オ
，る
限
り
.間
-題
と
さ
れ
た
と

'
s
'
、
ひ

う

，
る
，；

-で
あ
.ら
-う
0
,
.
.
'
,
.

レ

‘
.

か
く
ゾ
：ッ
ン
ク
リ
ン

.は
來
ぜ
的
觀
念
を
W

报
的
行
に
關
す
る 

暇

り

間

題

と-> 
た
#
.收
に
、‘彼
は
清
m

徒
に
と
つ
て
、不
可
’避
的
に 

、
生
す
る
や
ぅ
な.來
批
と
現
ま
と
の
關
係
に
つ5

，て
の
深
劾
な
究
明
、
 

を
輕
し
え
た
。
清
敎
⑩
は
こ
の
究
明

/に
あ
い
て
宗
敎
：
^
,槪
念
を
：

U
U

.

1̂
. 
P

I

題
と
せ
ざ
る
を
え
な
か
つ
れ
。
雨
者
の
极
本
的S

異
は
：宗
敎
的

概
念
の
^

無̂
に
か
X

ウ
て
ゐ
る
。
神
の
艇
絶
性
を
徹
底
す
れ
ぼ
、
 

た
と
え
如
何
な
る
形
に
あ
い
て
で
ぁ
ら
.う
と
；̂
、，
神
を
概
念
化
す
. 

る
'
こ
と
は
！
^
可
能
な
齊
ヤ
，ぁ
る
。
從
つ
て
敎
説
に
激
關
心
で
：
^
る
. 

M

フ
ン
'ク
リ
ン
に
お
い
て
、
清
敎
從
に
あ
け
る
よ
り

’も
神
超
絶 

性
がJ

層
«

底
さ
れ

.て
ゐ
た
と
い
ひ
う
る
。
こ
の
徹
底

-に
"
.よ
つ
て 

琪
仰
，の
数
性
が
一
層
深
化
せ

&

る
。
こ
の
深
化
は
現
：世
性
へ： 

の
指
向
を
示
す
。

r

棟
木
に
あ
い
て
自
分
だ
け
を
問
週
と
し
、，
.自
1 

分
の
救
ひ
の
み
を
海
へ
る
淸
敎
徒
的
信
ポ
の
‘情
調(

s
t
i
m
m
-

 

1

-
1. (ibid., 
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9
s
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a
j
£

ー
德
的
{一：几

成

の

企
•て
に
お
い
：て
、
，信

：
 

仰
を
歸
結
す
る
が
如
さ
フ
ラ

-シ
ク
リ
ン
ぐ
現
货
性
の
心
情
と
ザ
間 

に
は
雲
泥
の
和
異
が
ぁ
る
や
う
-で
ぁ
る
。

レ
か
：し
兩
者
の
概
異
は

.

をべ

I
I
I
fI
1
I
1

II
f
I

'必
す
し
も
；̂

的

な

，も

の

で

は

な

，

5

0

-

, 

'

、

ス
ラ
ン
ク
リ
，VQ

思
想
は
，事
象
的
だ
動
が
；

2

時
に
人
格
性
の
賞 

现
で
あ
る
や
ぅ
な
徹
底ro

れ
た
象
性
を
も
つ
も
の
で
、は
な

s
o 

彼
の
思
想
は
單
な
る
生
お
術
で
は
な
く

’、
そ
の
板
抵
に
あ
い
て
，
 

っ
傭
理
的
パ
テ
チ
ィ
ク」

を
も
つ
が
.、；
ご
の
パ
テ
チ
ィ

ク

は宗
敎
，
 

；

的

屬

，と

t
ズ
受
け

-
ら̂
れ
；て
，ゐ

^
0
:
。
ふ
，彼

：
の

生

歡

遂

行

を

，
方

.向
づ
、
 

.け
る
も
の
は
沈

-極
的
：

E

は
祭
敎
银
働
機
，あ

：. ；V

炎
.ボ
ぎ

；
に
ハ
.

#

象
 

:

性

；
の#

Mを
：嫩

に

如

侍

，
す

：
る

こ

と

.仏

，w
取

な
s
o彼
'.

の
：：

思

想

と
 

-1~:

網

賴

ぐf

事

象

そ

れ'-

21 碟

き

y

關

心
.づ
.けt

れる
：！

！̂

に
'お」

，

S 

ポ

，韻

夢

が..
ま

，德

，の,

i

み

*
^

』

.：
；'

で

：
，
：
，
：
見

出
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熊
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の
み
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解
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ま
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會
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め
：原
理
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ら
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ぜ
れ
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仰
よ
關
姆
ザ
る
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徵
：に
立
牌
し
な
が
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き
仰
對
象
の
究
明
を
哲
赂
し
た
と
い
ふ
こ
と

I
ら
、
來
货
と
現
世 

^
，の
‘蘭
係
に
ウ

V
て
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徹
族
的
な
究
明
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伺
避
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ら
さ
れ
た
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こ
の
や
う
な
力
の
怖
約
に
お
い
て
は
、
倫

理

非

人

格

的

な

：̂':‘

の

.

,

で
あ
‘り
、
從
つ
て
倘
人

.と
儉
理
と
の
分
裂

^̂
存
を
し
ガ
い
'0
だ
か 

.
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他
人
込
；̂
會

.と

.の
徹

族

的

，
鬼

明

か

ら

導
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れ

.る
や
う
'な
嚴
密
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意
味
の
滅
會
概
念 
'征
彼

の

思

想

の
ち
に

見

ほ

，し

え

な

い
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る
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a

會

概

念
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缺
伽
が
こ
の
思
想
の

功
！
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主
義
的
性
格
を
決
定
的
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な
も
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え
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缺

如

に

ょ
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會
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驗

购

な
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も
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の
★
，ず
經
驗
的
に
究
明
し
ょ
う
と
す
る
傾
向
に
お
い
て 

.載
驗
許■:§.
.、

，養
證
論
的
性
格'

も
タ
、y
,
‘ゐ
.ぷ
，が
、.：.と
の
.性
裕
は
事
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象
性
め
.貫
聯
に
ま
力'人
，格
撒
を
現
象
せ
-レ
め
る
.ほ
-ど
に
：-は
衝
底
-さ
，
" 

れ
；
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:

ゐ， 0
^
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お
利
主
義
り
.ま
象
性
は
宗
敎
：

ま
へ
.ら

れ

.て
ゐ
一 

る

。/
'そ
'
-
0

#理

性
-は

禁

欲

主

義
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可

-汾

離

の'關
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あ_る
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功
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義
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；
極
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養
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維
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あ
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セ
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：.現
#
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' 

弗
-

<：

路
性
を
前
提
ぶ
；
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.
で
あ
：る
か
.

t
か
し
人
撒
龍
が
合
理
的
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あ
，る
.と
す
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人

間

は

，
ぜ
，世

.の
；，
非

人

格

性

.に
，た

え

：
え

な

：
，

J

0
/か

' 

く
て
何
ら
か
：

Q

形
.に
；お
か
て.：現
：ゆ
め
ロ
遮
性
が
.齋
ら
を
れ.る
.
。
.：
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か

も

功

刺

ま

義..
に
，

#

せ
.る

人

格

來

低

的

に

，

の
：：

み

.驚

現

さ

れ

ラ
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る
.ゃ
づ
な
'
;
^
;
の
；
で#

る
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主
義
潜
：實
廣
的
忙
親
世
；の
合
理
性 

を
歸
結
ホ#Hi:、：：：

一
か
：ぞ
0
.來-

i

的

觀

が
.經
験
的
に
斑
象
ず
％

' .0 

か
く
て
功
-利
主
お
ぱ
經
⑥
的
合
理
主
義
に
縛
化
す
る
。

の

化
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功
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義
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功
利
主
義
は{

S

敎
的
勤
機
を
失
‘

t
E

ま
眼
レ
、
L社
會
性
を
指
向
し 

倫
现
た
り
ぅ
る
。
ノf
こ
で
は
富
ぱ
利
己
的
使
用
で
は
な
く「

％

に 

/

i
ウ
-て
欲
せ
ら
れ
‘て
ゐ
る
個
人
と

全
！！

と
の
生S

 

m
的
>の
た
め
め 

功
利
ホ
⑩
的
♦

が
，L(ibid., 

S
.
1
9
1
)

.ザ

も

多

數

ポ

の
 

紫
n
の
M

の
た
め
の
使
用
に
向
け
ら
る
‘ベ
さ
も
の
と
さ
れ
る
0 J
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，つ
て
當
の
幽
得
は
ほ

r
J
H

的
と
し
て
セ
は
な
<

、
> 

I
I

に
開
か
れ
て 

ゐ
る
。
功
刺
あ
義
が
索
敎
的
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機
を
化
ふ
と
、

r

所
が
の
俗
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レ

を

，
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起
す
る
。
所
有

P

俗
，化
作
用
と
共
に 

社
件
が
經S

的
，に
合
理
.化
さ
れ
、
人
間
は
經
濟
的
利
己
主
に
よ

‘ 

,

◊
て
動
機
づ
け
ら
れ
る
。
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/

/

資
本
主
義
が
人
間
的
に
ま
味
ぁ
る
现
欽
で
ぁ
そ
た
め
に
は
、
'そ 

れ

.ゆ
功
利
主
義
に
よ
っ

-
:で
勤

機.

Xv

け
ら
れ

.て
ぁ
る
ベ
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で

あ

る
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ぢ
外
觀
ト
；自
己EE

的
と
し
て
現
象
す
る
富
の
獲
得
は
獨
特
な
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'
规
をI

：

{ま
す
る
た
め
の
乎
役
で
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い

。
，
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從
つ
て
功 

料
生
雜V 、

っS

て5

は
'れ
る
こ
と
は
資
本
主
義
め
つ

W 

.
も
愛
當

- 

.す
る
醫
で
ぁ
る
。
資
本
主
義
が
功
利
主
義

£
义
卿
す
る
眼
り
、
現 

.
:
.
世
の

'合
理
化
を
徹
底
し

.ぇ
な
..ぃタ
.そ
れ
が
現
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の

合

理

.化

を

徹

廣
 

す
る
ど
、
人
間
は
經
濟
的
利
已
主
義
に
よ
っ
て
勤
機
づ
け
ら
れ
を
。

,0
0

^

に
成
就
さ
、れ

湖

⑩
の
仓
理
化
は
人
間
意
豫
の
事
物
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を
も
っ
て
、
人
間
を
機
械
す
る
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爲
の
事
物
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適
應
は
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間
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味
の
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を
節
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す
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人
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は
事
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を
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が
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に
、
人
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の
事
物
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支
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內
容
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レ
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る
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し
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も
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は
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す
か
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化
す
る
こ 

.
と
は
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踐
的
に
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不
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能
で
あ
ぷ
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理
的
本
性
が
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招
し
て
ゐ
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る
^
り
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的
合
理
性
ホ
經
於
的
合
理
性
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て

化

は

る
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の
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絶
件
を
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ず
る
と
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現
世
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0
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に
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す
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す
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光
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。
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す
る

☆
め
に
は

、
' そ
れ
は
當
然
兩
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⑤
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論
的

1

に
立
€
な
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験
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を
徹
底
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す
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驗
論
は
形
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に
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し
て
ゐ
た
雜
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的
性
格
を
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こ
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功
利
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族
で
は
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强
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て
ゐ
る
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者
に
★

け
る
.實
踐
棘
外
的
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辨
的
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向
と
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者
に
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'け
る
實
輯 

i

的
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向
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の
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兄
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功
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嫩
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P
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ら
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利
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が
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的
に
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的
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す
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そ
の
、卑
俗 

化
を
癖
け
え
な
い
0

超
絶
者
の
作
用
を
現
世
的
.に
朋
待
す
る
；

觀
念
が
斜
版
化
ず
る
と
い
ふ‘こ
’と
は
’功刺
載
に
と
つ
て
も
變
當 

す
る
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，
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,
實
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が

，
不

％

知

的

で

れ

Iる
と
す
れ
ぼ
、
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理
的
認
識
は
實
在
的 

，
ピ
で
は
な
く
、
觀
念
的
に
の
；̂
可
能
で
あ
る
，。
觀
念
は
實
在
か
ら 

I

さ
れ
，て
お
り
、
觀
念
的
说
別
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"理
化
’へ0
^

主
觀
的
要
求
に
：

.

U...

ま
，ジ
.ズ
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^

さ
れ
た
も
の
.で
あ
を
が
ら
.、
-、そ
.れ
は
對
象
を
セ
，
は
.
.な
.•
. 

く

識

ん

d
規
制
す
る
も
の
、

卽
も
先
驗
的
な
も
の
に
す
ざ
な
，， 

S
。

形
而
上
學
せ
觀
念
を
5

激̂
化
、實
ま
化
す
る
が
、先
驗
諭
に
ょ 

れi
f

か
-
^
,る
觀
念
の
實
布
化
；̂
認
r

i
力g

批
判
を
；

g

く
獨
斷 

諭
の
所
産
で
.

5

る
。
形
而
上
树
^
は̂
露
識
論
的
に
既
に
趙
經
驗
的
、
，

,
人
間
®

絶
的
；̂
、ホ
を
確
保
せ
ん
と
す
る
。
グ
ぢ
れ
に
，對
し
て
觀
念
の
‘ 

.
先

を

説

く

先

臉
#

;

認̂

識

論

的

に

こ

の

超

絶

者

を

、近

取

し

ょ

" 

う
-と
す
ぶ
.
。

こ

，の

熊

谈

に
':?̂

い
て
光
職
論
は#

識
論
的
.に
は
人
間 

T
：

嚴

的

狐

腿

に

、
立

g

し
，てS

.

る
と
か
义
る
。

れ
は
が
顶
化
を
人 

r
a本

作

に

娘

’
づ

身

、

從

ウ

て

人

®

的
に
似
癖
け
え
な5

も
の
と
す 

る
が
，
し
か
も
人
間
’本
仲
は
認
識
翁
的
に
は
賞
現
さ
れ
え
な
い
と

■
 

MU nn

す
る

Q
こ
の
こ
と
は
お
そ

/
;

0 
く
安
當
で
あ
ら
ぅ
が
、

照
、題

±1先
驗 

論
が

A
間
本
性
を
如in

み
る
ボ
で
實
現
せ
ん
と
す
る
か
に
あ
る
。

V
.
.
光
摩
論i

l

實
布
ル
.
.不
句
知
性
を
も
‘

C
'

.て

.ゃ

.親
象
と
'
.木
質
'、
.，經
驗 

/と
觀
念
と
を
，分
離
す
る
，广
こ
、の
離
か
ら
し
て
そ
れ
は
觀
念
論
と

，
'
' 

輕
驗
論
と
の

n

つ
の
；S

を
も
つ
。
し

.か
も
と
ゆ
ニ

<
/の
^

§
は

ま

驗
 

論

で

は

決

し

て

さ
^

統

！
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
從
つ
て 

光
l
f
^
iはこ
，の
ニ

b

の
面
^

考
察
さ
れ
ね
ぱ
な
ら
ぬ
。

< 

.

-

先
驗
説
は
形
旧
上
與
を
認
識
論
的
に
批
判
す
る
が
、
實
践
的
に
. 

は
批
1

し̂
>ぇ
み
い
。
何
と
な
れ
ぱ
形
而
上
夢
は
經
騎
，と
觀
念
と

か
.， 

連
扁
に
あ
い
て
の
み
、
そ
の
非
現
實
牲
を
'露
呈
せ
し
め
ら
れ
る
が
、：
 

ホ
驗
論

.，は

、こ..の
述
關
を
歡
在
の
不
可
知
性
-と
.
.：い
.ふ
，前
提
-に
あ
；

S

て
- 

;
慨
に
‘斷
今
t
 K

、

ゐ‘K

ド
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
斷

i

が

先
i

iに
形
同
一 

上
树
的
展
開
§
静
地
，を
與/

る
0

先
驗
論
は
認
識
論
的
に
ぱ
形
而 

上
學
を
緋
除
す
る
か
，ら
、
そ
の
形
而
上
學
的
展
開
は
實
踐
的
に
の
. 

み
遂
行
さ
れ
る
Q

形
而
上
M
f
;
,
は
對
象
を
觀
念
的
、に
媒
制
し
ょ
力
と

，

. 

す

る

。
從

つ

て
そ

れ
：

^
經
驗
の
觀
念
に
對
，す
：る
獨
，

y
性
を
無
舰
す 

る
。V

、

に
ボ
兩
ト̂

+の
獨
斷
性
が
あ
る
先
験
論
か
ら
^

み̂
ら
：，
 

れ
る
賞
賤
的
於
而
上
學
か
ぞ
の
例
外
で
は
1

5
。>
こ
れ
は
先
驗
論 

の
舰
念
#

的
側
商
の
貫
徹
で
あ
り
、
經
驗
謝
と
對
立
す
る
。
光
驗 

偏
の
賞
踐
的
形
'

r
l

上
學： £

主
張
は
人
m

は
贊
賤
的
に
、は
純
耗
槪
忿 

を
照
題
と
し
な
わ
け
に
は
ゆ
か
'な
い
と
い
ふ
と
と
に

§

 
く
。
'



し' f

し
か
し
を
か
は
形
而
上

®

 ̂

A
か理論の，
そ、
れ
し
て

.消
極
的
ぜ

. 

、あ
る

、
0 

,
即
ち
實S

的
形
而
上
學
は
必
然
で
は
な
く
、
當
爲
を
'間
題 

，と
.し
、

^
1
^
然

法

、
で

は

な

く

道

|
1法
を
歸
結
す
る
。
そ
れ
はm

驗
的

‘ 

に
實
践
的
た
ら
ん
と
す
ぷ

>の
で
は
俊
く
、

的
に
實
踐
的
た
ら 

，ん
と
す
る
。
，.そ
と
，.で
のi

f
#

は
说
§

を
も
つ
も
の
で
は

•な
い
。
 

こ
の
こ
と
は
先
験
論

‘が
そ
のS

：

發
照
に
あ
レ1̂

、

旣
に
現
贊
性
を 

斷
念
し
て
ぬ
，る
こ
と
を
考
へ4

5
1

當
然
の
歸
結
で
あ
る
。
き

，の 

-

主

張

の

，
、消

極

性

I

慮
す
れ
ば
、
，實
踐
的
形
而
上
學
が
形
式
に
同 

孰
し
、：r

界
を
全
く
：

i

視
し
て
ゐ
る
と
い
ふ
非
難
は
常
ち
な
い
。
‘，
 

の
界
を
顶
想
し
て
ぬ
、る
か
ら
こ
そ
、
ノ
ご
こ
で
’
の
偷
理
は
當
爲
を
し 

て
极
，は
れ
ノ
ミ

<
•
/
, 

’ 

. 

/

形
而
上
摩
的
合

‘®論
に
對
す
る
先
險
論
の

.獨
自

性

；
^

そ

の

經

膝
 

諭
的
0

0

に
が
る
Q
こ
れ
側
商
に
あ
い：

で
Mは
觀
念
を
と
え

1

在
.. 

y

に
.せ
ま
..
ら
ぅ
と
.す
.
る

傾

向

さ

，
へ
：
，
も

見

..
ら
.れ
る

.
や

ぅ

 

'
た
.：
あ

.-る

。

し

，
か 

C

1
へ
の
迫
進
は
先
驗
論

.で
#
決
レ
：て
.
{元‘
さ
‘れ
る
と
とg
な
.

.
5

。

ゆ

驗

論

.
の
.經
驗

論

的

側

商

ぱ

漠

愤

値

的

，な

：
社

會

f

に
あ
レ 

'ポ
賞
撤
さ
.れ.て

'
:

暮
^
沒p

g

的
社
#

科
學
は
腐
：

g

を
®

外
レ
て
、 

經
驗
論
的
に
：®
:間

を

，が

て
.於
を
。.
-じ
.
'が
す
を
の
斑
驗
論
的
姓
#

は 

先

験

論

的

基

，職

に

：立

脚

し

.：て

み

る.

驗

赢

ぱ

そ

の

，形

：
而

上

*

的 

:
:
:
媒

開

に

お

ぃ

：で

.：は
思
.灘

的

色

ま

濃

厚

ザ

あ.ヵ
：マ
從
1

の̂
.形
：而
.
1
 ̂

.尊
に
'對
す
る
-そS

賴
自
蚀
，を
-や仏ぱ不明瞭，
にホ

-
.る虞.
作

. 

/
 

’
 

. 

(1/

九
六〕

'

.
- 

*■ 

•
. 

• 

•
.
- 

-
: 

■ 

; 

•
. 

• 

■
■
; 

•■'
•
.
.
>

■
■
■
.
 

'
•
>
•
;
•
:
,
•

■ 

: 

. 

, 

: 

.
:
- 

-
J
.
. 
-
 
■■
 

■
: 

. 

.
 

.
 

■,
.

を
金
ん
で
ゐ
る
&
こ
れ
にe

：

し
て
务
の
社
會
科
學
的
展
開
に
お5-̂

‘ 

’て
は
そ
の

‘§
性
を
極
め
て
鮮
明
に
，示
し
て
*:

=
、

形
而
上
學
と 

決

-足
的
に
料
立
す
る
か
め
外
觀
を
：呈
す
る
。
し
か
し
沒
慣
條
的

！
^

,
.

會
科
學
は
徹
底
さ
れ
た
輕
驗
論
m

は
な
い
。
そ
れ
が
形
而
上
學
を
、
，‘
 

前
提
と
す
る

.

と

S

ふ
こ
と
は

'

释

險

で‘は
る
が
、
.

少

：く

；
あ
.

^

を

れ
，
，. 

は

お

两

ト
M

的
な
、も

'

の

か

ら

は

赋

放

さ

‘

れ
こ
ゐ
仏

'
5.
.
0:-
.
; 

/

 

-

レ

‘，
， 

沒

：慎

値

的

社

#

科
摩
は
，W

己
が
旧
に
込
め
ら
れ
て
.

お
：る
限
界
の. 

怠
識
K

お
い
、て
ハ‘
，
理
論
とi

t
L

後
と

9

分
W

を
嚴
紹
ず
る
.

？
®

論

が

' 

s

.

g

と
絶
が
に
分
離
さ
れ
.

る
な
ふ
ぼ
、

1
1

論
：
取
み
，る
風
辦
に
す 

，ざ
な
い

Q

だ

か

ら

き

論

は

驚

の

速

關

を

粮

ら
#

の.
仕
ホ
で
；讚
，
 

.

明
し
な
け
ル
ぱ
な
ら
な

S

 

理
論
は
そ
れ
^

^

體

：わ

じ

せ

は

觀

念

で

，
， 

.

あ
り
、
觀
念
は
赞
ま
の

S
i：

ニ#
,

を
證
明
す
：

.

と.
に
よ
ウ
て
實

. 

践
的
た
り
ぅ
る
0

し
‘

か
る
に
：沒
俾
脑
的
.

社
％
,

®

は
.

ぞ
の
理
論
的
，
 

基
礎
づ
：

D

に
お
い
て
、
觀
念
と
；1

ど
.

の
：同
：

1

性

、
：艇

，寫

說

を

担
 

ず
る
か
ら
、、
そ
の
科
學
的
認I

I

の#

觀
独
ぱ
可
能
的
な
も

'
 

の
.に 

す
ぎ
な
い
。
じ
か
し
理
論
が
實
踐
的
：
♦

る.
た
め
：に
は
、.
，そ
れ
：は
#
.

 

觀
的
可
能
性
の
範
«

に：
,̂

あ
：り-
淡

：
な

，：い

.

'々 

か
く
て
沒
惯
精
的
社
#
,

. 

科
學
ね
歉
提
た
る
慣
i

n

に
：
.

ダ
て
の
論
議
：が
な
さ
れ
な
れ 

ば
な
ら
：ま
い
。

こ

の

廣

資；

偵
値
..

の
愛
當
性
の.
誰

明

を

：
形

而

上

學

.； 

,

に
ま
‘

め
"

るW
 
.

と
は
®
.

灘

あ

S

ぅ
：0:
飯
と
な
：れ
ぱ
社
#

科.
學
的
事
：
 

つ

ぎ

性

は

，形

補

上

學

的

合

.

理

：ゆ

と

稍

i

れ

か

を
.

で.
お
'

る

デ

'
形

而

m

s

l

-上
舉
は
經
驗
の
部
合
®
性

を

視

し

て

合

を

完

成

す

る

が

故 

に
、
社
食
學
が
そ
の
基
礎
づ
け
を
ま

‘而
上
學
に
求
め

.る
，
と

；
^
;
，び 

象
沖
を
，
I

し
え
な
い
。
、
汝
慎
値
的
社
會
科
舉
は
，そ
め
經
驗
論 

.的
性
格
に
：お-が
-ズ
辄
實
的
セS

贱
的
：

S

ら
：.か
と
す
る
0

だ
か
ら
.
.そ
，
'
. 

:

の
並
赚
づ
け
：̂

攀
に
.求
め
る
わ
おf

?

想
：ホ
ぁ
る
0 

.そ
れ
此
，と
.タ
、
 

ボ
*

象
#1;

^

同
時
.：れ
.非
人
格
性
で
ぁ
を
か
&

>

'を
.化

舊

は

現

：
 

實
の
.
非

，人

格

独

，ま

ま

.つ
'
5ほ
-

め̂

ゃ
.，徹

庫

さ̂
ー̂
ホ
る
％.ぅ

ぁ\ 

.る

ル

非

人
.格

性
.煤

人

格

性

わ
.超

猶

者

，

へ
..

の
：
譲

渡

，に

ょ

，ク

で
；： 

齋

ら

ま

れ

，，る

0
.
.
:
;

か

く

て

，合

：理

.的

本

性

は

現

：實

か

ぱ

練

外

さ

れ

、
：：
.解
 

-

絕
的
、-
:

^

的.
に
、の*

變
現
，さ
ね
ぅ
一
-

^

の
と
t

科
る
。V.
-

、
一
.

一：-ド
ン
、
 

功
刺
主
義
：は
先
嫁
論
的
基
礎
に
'

立
脚
し.
な
ネ
.

ら.
ぐ>
紘
驗
性
.

を
强
'
 

.
.
S

じ
た
と
'.>

s
::

ふ
：こ
も
ほ
漆
®

德
的
K

會
科
®

:

^

類

似

じ

，；
て
，
'ゐ

る

 
>

 

レ 

.

微
力
：て
‘

兩
者
，の
遊
親
性
抵
觸
し
斤
.

る
：：。

，味
-
#の
：社
會
鄉
念
缺
：如
しH

お
お
ど
かA

ご
-Vi 

あ
の
：偵
値
棘" 

‘：̂

性

，を

示

す

。

」

；'ご
.：-の
；
黙K
あ

か

：て.雨
者
'は
共
0

^

7

^ 

.
-
て
.
.
.
ゐ
：
る；
。
/
' 
.，.功

邮>
 

f
.

薄

は

：；
&
會
科
摩
者
.

に
：： f

調
查
.ゆ
無
際
限
な
分
：败
お
提：

供
す
る
。
.
.
. 

彼
#
すf

ポ
ぬ
.

1
お

；關

：
レ
H
.

§
的
が
ざ
.

て
わ
る
權
刺 

又
は
義
務
に
ょ
つ
て
縛
さ
れ
い
ゎ
人
間
的
幸
福
不
幸
と
が 

そ
れ
に
依
存
す
る
と
‘こ
ろ
の
す
べ
て
の
♦
件
を
自
山
に
調
‘金
レ
、
 

そ
じ
，て
彼
が
獲
得
し
り
ダ
ぶ

g

善

の

見

僻

か

ら

度

に

^

け
、る
，
 

冗
、：

想
に
關
I

て
自
分
の
結
論
を
し
き
川
す
餘
地
が
彼
に
あ
る

J
。
’

(
L
,

 

T
.

 

H
o
b
b
o
u
s
e
,

 

T
h
e
、e

l
e
m
e
n
t
s

 

o
f

 

s
o
c
i
a
l

 j
s
t
i
c
e
,

 

IP. 

1
6)

し
か
，̂
沒
僧
値
的
社
含
科
學
は
化
驗
論
的
自
覺
に
、基
づ
ぃ
て 

展
間
さ
れ
て
ゐ
る
か
ら
、
そ
れ
は
そ
，

S
1
I

識
を
現
實
そ
の
も
の
の 

ifし
！！

ど
は
厳
術
にS

:

別
.

ず
：̂
::

の

功

利

生

.義
ゆ
こ
.の
.

{EI 

齋
まg

如
げ
る
か
ら
、
そ
わ
-紙
驗
の
.冗
能
性
に
'
.
拘̂

ら

す

、
'
そ

れ 

自H
J

を
.實

践

的

原

賊

と

：
；

^
て
I主
張
す
，.-る
，？.
.；'
.
-
'
ら',:'..

.

.

ん 

功
，刺
生
..義
'を
-

.
i

て
厳
'
,て
.
.か
.，

生
張
を
.
^
^
^
‘

：ね
め
を
.の ̂

根
本
的
な
摘
人
主
義
：
！

-一.

1 ?：0

びbo
u
s
e
,
.

ビ
がer

a
l
i
s
m
,

 

p. 

T
S
I
g

性
格

ホ

あ

，
.る
.，o
,
.场

别

主

義

最

大...
可
佛
と
か'
:ふ
方
向
.に
.
^
. 

.
5

て
社
會
脾
を
指

{£'

あ
，る
：
.が
、
；.；
し

：か

し

を

れ

-
.は
紘
風
個
入
ま
義
に
’ 

;:

立g
;

しV..

を
を
，.
と
：0
個
人
：

f
f
i
l

的

性

黎

ら

：倫
.理
の
：功
利
性
が 

#

か
ポ

.あ

義

.ボ
ゎ
か
て
，.は
倫
魏
は
：非
人
格
的
；

.な
、
め
で 

ホ
りみ

；：.

一
個
人
ぶ
；對

-i

其
ホ
.織¥
:の
-
で

は

な

ぃ乂
；̂
:
.
^
功
利
ま
義
は

' 

i
E

會

個
，人

と

，
，の

分

裂

お
：：

意

識

，せ

テ

、

秘

つ

て
.'

そ

れ
.
.：

g

社

會
i

個 

の
.關

係

に.：

o;..s;.H...'

の
：
，

れ

教
,
■
^
贼

，，わ.て
.ゐ
る
マ

..Li

ぶ

•
か

ら 

.そ
： .

の
，.困
難
が
，齋

らさ
；れ

力
，
：
'

.,

い
，-

ハ
-
.

'

,

-
. 

,
'傘CV:

て
，功
刹
生
ぶ
的
な
道
德
的
撒
：理
：は
個
：'染
ク

.：

經
驗
主
觀
的
：
 

安
倉
性
を
し
1か
も
た
な
レ
。
史
に

功
利
生
義
に
於

5

て
は
そ
れ
で 

充
分
だ
と 
'か
ふ
主
張さ
ぺ
含
ま
れ
-て
ゐ
る
かk
、
，
そ
の
倫
理
觀、
. 

社
會
觀
は
樂
天
的f

め
る
。
個
A
人
の
利
己
巧
わ
勤
が
そ
の
私
的
. 

關

，心

に

も

拘

ら

す

、

f
j
,れ

ぜに
；；

こ

そ

最

大

多
*數

の

；
^

大

ぎ
g

l



I

,

.
を
本
ホ
：義

ゅ

众

禅

性
< 

- 

、

,

, 

,

た
と
え
厳〜

密
な
意
味
で

"の
社
會
全
體
の

$

gで
は

t S

と 
>

し
て
も

I

‘
を

資

現

す

'る

と

い

ふ

こ

と

は

果

し

て

.經
臉
的
に
：̂

當
で
あ
ら
う

,
,
か
。

r

み

數

ま

の

直

器

ま

；
算
レ
う
る
利
猛ii

決
しK

全
體
と

し
で
の：！̂

會
の
タ

^
^
^
^
^
.

な
善
と
一
.政
し
な

.

し
'か
：も

：を

激

者

：'が
し

.

自

己

ヴ

示

害

に

，
基

，
ウ

s>.

て
全
體
と
’じ
て
の
'協
同

.購(cirminjty.)，'

,
の
害
す
お
い
て
ま
ゆ
す
る
に
相
異
なS

と
想
像
す
る
；

J

と
ゆ
實

/

際
ふ
0

^

^

政
沿
的
手
段
と
に
關
す
る
後
高
の
：̂
力
を
必
要
と
す

b
間
题
へ
の

充

分

な

^

^

〈

カ

が

カ

衆

に

あ

る

と

す

る

こ

と

で

あ

'る
'

」

。

a

p
 

p. 7
4
)

個
人
的
幸

M
へ
，
，
の

配

慮

が

缺

入

幸

幅

の

聲

現
に
向
ふ

4
い
ハi

こ
と
；̂
こ
の
や
う
な
洞
み
！̂
力
：̂)

大
衆
が
琪
實
に 

も
っ
て
ゐ
る
こ

L
Jを
前
提
と
し
す
の
み
爱
當
す
る
。

こ
.の

提

は 

1經
驗
的
に
は
支
技
し
：灘
い
，.や
，

V
v

で
あ
る
：。
從
っ
て
個
人
主
義
的

‘®
; 

ICC,

のH

■'に
.展
さ

れ

‘，を
：最

汰

宰

福

：說

は

を

'の
-ま
-
\の
ゼ

で

は

ま

持
.
：
.- 

さ

れ

難；
S
Q 

\ 

. 

V

,-

こ
の
W

難
の
打
開
の’た
め
に
'功
，利
主
策
，は

域

報

化

れ

た

同
 

人
、
光
大
的
な
個
人.

f

宏

；そ

の

き

，̂
け
れ
、は
な
ら
な
い
' 

や

，う

だ

。

功

利

ま

義

，
は

^
$

激̂

；̂
.
き̂

て

特

性

づ

：
£
;
,
^
か

る

と

す
 

る

と

そ

れ>は

か〜

る

先

天.前

舰

念

を

：ま

.
柱

と

す

 

バ

こ

と

に

よ

り

'、

そ

の

，
特

性

を

失

ウ

て

し

ま

ま

を

；れ
旅
：.そ
の
事
缴
性

を
硫
傲
す
る

ゾ
 

た
め
に
は
.

そ

の

礎

づ

i

を

形

而

學

に

★

め

と

と

は川
來
ぱ 

と

か

ふ

こ

と

は

、

漠

偵

値

的

？
^

き

科

铁

に

あ

け

る

と

様

で

あ

,

五

六

，
、a

九0

 

W

-る
"
"
‘
功P

f
H
i
|

も
亦
そ
の
事
象
性
を
確
保
じ
、
倫
理
的
原

®e?

あ
‘，
 

.
:る
た
ノ
め
に
：

S

超
絶
的

®
在
を
前
提
と
じ
な
け
に
ぱ
な
ら
な
い

0,
人 

,

間
が
そ
の
人
格
を
超
絶
者
に
譲
渡
す
る
と
、，

欲
的
動
ま
が
行
舞 

を
指
導
す
る
ゾ
か
ゾ
る
禁
欲
的
生
活
，遂
行

‘は
快
樂
主
義
的
觀
か
，
 

-ら
し
て
は
不
可
辦
で
あ

'
^
^
。
'從
ウ

て

功

利

^

義

は

快

樂

主

義

に

立
 

§

す
る
も
の
で
は
な
い

。

!
. 

、

，

1?^,

主
義
の
個
人
主
義
的
蚀
格
は
功
，利
主
義
が
社
會
と
個
人
と

.

.

.

.

.

...

の
，

3^

海

..
，に

0
.かH.

樂i

入
的
な
餅

^
;
;を
抱

.ル
て
め
，.た
と
.い
ふ

.こ
と
.'

' 

V力
ら
ぜ
ら
さ
れ

か
0
,功
料
，̂

‘義
は
つ
ま
る
と
，，こ
，か
社
會
發
展
の
起

*-

動
力
と
し
て
摘
人
の
，ま
意
が
重
視
さ
れ
た
時
化
に
お
い
て
待
有
な

意
義
を
ふ
つ
に
す
がJ

な
.い
や
う
，

P

あ
る
0

^
本
主
義
の
座
：̂
期
が

チ
の
..や
ラ

*

代̂
，に
.賞
る

，
で

あ

ら
.う
。
，
と.れ
に

反

し.て

漠

値

巧.

:
' -
F

會

か

擧

；
^
社

，會

的

尉☆
が

顯

著

、
'に
，
なク
た

，時

代

め-產
物
セ
あ

り

從

ウ

て

前#

£
ら

れ

る

や

う

，
な

社

會

と

伽

人

と

の

闕

係

に

つ

い

-

て
の
樂
天
ゆ
な
調
和
觀
は
そ
こ
に
，は
見
出
さ
れ
な
い
。

ル

ょ

來

た
傻
値
の
，唯.r

性

を
硫
信
し

て

ゐ

た

が.故
に

、

そ

れ

は

個

人

を

背
 

:
^
0 

、

な
も
の
と
じ
て

M

に
し
た
。
し
か
る
に
後
：
れ
現
實
へ
の 

洞
，

お
、レ
ズ
謝
债
値
の
爭
ひ
を
§

す
る
が
救
に
、
そ
れ
は
同 

人
を
；̂

々t:
殊
の
慣
値
糊
心
づ
け
ら
れ
る
い
の
と
し
て

-す
-る
-0 

こ-
:
/
-
'
-
.
-
-
-
- 

-.-:\’v-‘r.

ぃ-：
/ 

- 

,- 

-
-
-
-
-
,
- 

-
.

こ

め

や

ぅ

な

相

異

に

も

拘

す

、
雨

者

は

人

格

ゆ

を

超

絶

：
^

し

(/'.]
ll̂ I 
fへ

I
I
:お •III
I

IIII■

，も9
v

て
现
⑩
の
非
人
格
性
M

事
象
性
を
導
く
と
5
‘ふ
熊
度
忙
，れ
ハ 

て
极
本
的
な
并
迎
性
を7

^

つ
：
て

め

，
る
0
.
寶
ホ
の
絶
性
の
思
想
は 

,
极
机
に
お
い
Iて
，は

非

例

な

も

§

を

て

ゐ

る

が

、
'そ
れ
は 

r
.
„ 

i.-11

ル
，の

赋

史

的

狀

況

あ-'ク
て
-は
.合
理
化
の
强
カ
な
墓
離
.と
な
り 

ぅ
る
。
し
か
し

<：：

理
性
‘を
彼
£ぜ
に0

‘な
ぎ
と
め
る
と
が

5
Z

來
な 

く
な
る
と
、

こ
の
.
®想
に
：
づ
く
合
理
化
は
そ
の
服
ル
點
に
連
す
' 

る
0

れ
く
て
合
理
性
は
此
培
的V

實
現
さ
ル
ね
ば
な
ら
な
い
。
 

f
禁
欲
的
動
機
に
導
か
れ
て
に
そ
、
货

僻

の

狼

得

，は

そ

の

利

：

13

的
’ 

享

缴

か‘ら

分

離

，さ

れ

て

、多

數

者

の

‘善
を
實
現

'す
る
可
能
他
を

i
, 

、
ウ
。
資
本
主
義
が
人
間
的
瑰
熟
で
あ

>9.

た

め

、
に

は

、！

そ

れ

は

功

利
 

.

虫
義
を
そ
-の
導
動
機
と
，ザ
ね
ぱ
な
ち
ぬ
だ
ら
ぅ
。，
禁
欲
的
，動
機 

が
朱
は
れ
る
と
功
利
主
義
か
ら
雜
^

的
合
理
ま
薪
が
生
じ
、： <

格
‘ 

性
が
視
世
的
に
事
物
的
な
‘も
の
义
し
て
®

象
‘す
，る
0
、
人

絡

性

が

現
 

，
俄

的U、

し

か
4

霜

曲

さ

れ

V
S

象

す

る

場

，合

に

は

、

ぞ
：
れ
.
は

も 

，
は

や

想

絶

的
-で
あ
り
え
な
か
？
そ
れ
に
現
世
に
お
か
て
敞
お
齐
を 

n
ル
出
す
他
に
、
そ
れ
は
自
己
を
現
⑩
的
に
驚
現
せ
が
.ば
な
る
-ま 

人
格
性
が
现
世
的
.に
賞
现
さ
れ
ね
，は
な
ら
な
い
と
'い
、ふ
事
態 

に際し、究
驗
論
に
尉
す
る
批
が
が
生
す
る
。

、，

 

、

，
七 

' 

,

• _

 

‘‘

-

肖
諭
の
形
而
上
舉
に

'比
し
て
の

§

蚀
は
そ
の
人
間
主g

的

§

辦にあ
る

"

レ
問
®
の
辦
決
を
人
間
主
觀
に
求
め
る
と

. 

■
■ 

. 

;
-
.
.
.
- 

二
' 

ニ
.
'
'
.
'
.
,
.
'
、
'
-
-
'
.
-
.
- 

.

.

.

.

.

ふ
と
と
t

お

は

、
そ
れ
は
形
而
は
舉
に
比
し
て
何
ら
め
精
他 

f

も
も
や
な
い
，。
，先
験
論
が
人
間
お
義
を
稍
向
し
な
が
ら
も
、
 

人
裕
性
、
人
間
本
性
，を
I
謝

物

自

と

5
^

ふ
形
で
棘
外
し
、
そ
の
‘®
 

瑪
を
永
遠
の§

5^:

に
求
め
る
と5

ふ
.こ
と
は
、
そ
れ
が
一
方
の
横 

極
性
'に
も
狗
ら
す
、
傲
方
の
泡
極
性
ボ
，同
執
し
た
こ
と
に
板
源
を 

.も

.ジ
の
.
.で
、は
な
い"

だ
.

♦

う
.

か
0

そ
'う
.
.た
と
す
る
-
,な
.ら
ば
、.：乂
，ぽ
ま 

義
は
人
間
主
觀
に
あ
仏
て
，&
は
な
く
，1
感
性
的
に
み
現
象
す
る
人
間 

的
實
践
に
お

r

い
て
の
み
撤
底
さ
れ
る
だ
ら
う

。

\ 

- 

ボ
而
上
學
は
そ
の
界
'觀
的
安
常
性
’の
基
礎
づ
'け
を
^

絶
的
、
超
’ 

感
性
的
•傅

在

に

求

め

る

が

，
、

‘
人

間

主

義'は

そ

れ

を

人

間

的

I、

感

愧
 

的

實g

に
求
め
る
。
人
問

*

義
は
觀
忿
と
，實
在
と
、の
同

J

性
を
碑 

性
：的
に#
め
ん
と
オ
る
腊
に
お‘い
て
♦

俗

的

唯

物

論

と

類

.似

て
が
れ
，わ
揪
，而
上
學
と
の
對
立
は
岸
俗
的
唯
物
論
と
觀
念
寶 

が
レ 1

と
の
を
れ
の
如
く
見
え
る
が
、

と
の
類
似
は
皮
和
的
サ
あ
る 

に
す
f

5

>

，率
俗
的
#

胸
論
ど
親
念
實在

？ ®

と.の
立
は
聚
兩 

‘

懒
サ
あ
ゎ
"
.

兩
者
は
微
本
的
に
は
同
一
性
格
を
も
ち
、
共
に
形
而 

上
ザ
で
あ
る
。

/

し
か
る
！

間
主
義
と
形
而
ふ
"

學
と
の
，
立
は
微 

本
的
で
あ
る
。
ネ
俗
的
唯
®
論
は
意
識
の
能
動
性
の
滅
輯
に
ょ
つ 

V
、

合
理
化
ル
基
點
を
超
®

者

に
ホ
め
る
を
え
.

な
い
が
、-
人
間 

生

P

は

合

理

を

人
‘

間
的
，に

驚

す

る

。
人
間
主
義
は
湖
念
の
合 

现

性

を

踐

的

に

檢

證

け

る

と

と

，
に

K

^

o

、

觀

忿

と

鼓
‘

ホ

と

の

I
J
i： 

.

い
 

' 

,
,
,
.

/ 

‘ 

,、
ぎ



.4  

1 1 1

☆
木
、：̂
:

i

ホ
の
<
M坪
：
^

J

性
を
歸
紐
す
る
。
，
か
く
，て
觀
念
と
實
ホ 

の
事
⑩
性
と
ぱ
連
關
さ
れ
、
統
一
さ
れ
る

ま

I

'

iま

こ

の

場

合

、
.合

ま

化

の
基
點
と
し

’て
の
實
跋
は
意g

的
に
遂
行
さ
お
る
が
故
に
、-TP

れ 

;

は
觀
念
を
贸
成
し

.
0

る
。
そ
れ
'
®
♦俗
的
唯
物
論
に
お
け
る
そ4

 

ゆ
如
く
’■自
的
な
事

♦
，へ
り
適
應
ホ
な
レ
’じ
と
は
い
ふ
ま
で
も
な 

■ 

だ
か
ら
人
要
義
に
お5

て
‘は
行i

'
l
l

自
性
は
保
持to

れ 

る
0
人
間
ま
義
は
觀
念
，の
超
絶
化
，制
度0

：

人
問
支
配
に
反
對

'し
、
 

念
を
本
來
の
位
！
に̂
{§僵

せ
ん
と
企
て
る

6
と
の
企
て
に
お
い 

て
®

®は
#
棘
な
、；
政

洽

盼

一

獲

得

し

、
そ
れ
は％

:

由
の
賞 

に
向
ふ
‘
0 

S山
は
觀
念
の
超
絶
化
を
廢
莱
し
、
觀
念
を
本
来
の
；

- 

に
： ®

貴
す
"る
と
，と
.、に
' よ

て

，實
現
’せ
ら
れ
.み
。0
ツ
そ
れ
，は
.觀

念
、
. 

'
ど

廣

衆

し

、
，，
ん

間

と

賞

お

と

の

！̂

一

 

性

を

部

に

確

保

す

る

.M 

と
'に
サ
っ
て
實
現
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い

o
>觀
念
の
廢
棄
、
そ
れ 

に
、よ
.る
實
在
と
，の
同
一
’性

の

，旧

自

的

確

メ

保

は

人

間

的

に

不

可

'
能

で 

あ
る
。
.人
間
が
實
現
不
可
能
.な
と
を
を
，試
み
る
場
合
に
は
觀
念
ほ

‘
- 

，超
絶
化
さ
れ
て
ゐ
る
。
人
間
主

I
f

は
實
践
的
に
、
行
爲
に
よ
っ
て 

鐵
ギ
し
ぅ
る
；̂
の
た
け
を
間
題
-と
す
る
態
度
で
あ
シ
。

‘
、
’ 

凡
そ
形
而
上
學
は
ネ
來
不

|H<

刀
な
對
象
の
觀
念
性
と
そ
の
物 

分
離
し
、、
ニ
求
の
撑
ー
に
よ
っ
て
の
み
合
理
論
た
り
ぅ
る
。
 

形
而
上
學
に
對
す
る
批
が
：̂
こ
み
の
ニ
ポ
揮
ー
と
か
ふ
そ
，の
偏
狹
性 

に
向
け
ら
れ
る
。
'從
つ
て
き
而
上
學
は
淋
肃
の
述
關
を
實
踐
的
に

*

;
冗<

 

'

(

ニ
O

S

緒
チ
/る
，理
論
、に
よ
づ
て
徹
底
的
に
批
判
さ
れ
る
。
'光
驗
論
に
よ 

族
而
ト
；學
抵l

： t
i

認
識
論
，：

g
、

I
p

能
'的
意
義
を
も
っ
に
す
ぎ
な 

の
に
對
し
、
人
間
主f

S

に
よ％

そ
れ
は
律
踐
的
、
視
實
的
觉
教

.--
を
も

-つ
' デ
：-
-
\
.
.
‘
z
-
-

,

レ
：-
-
.
-
-
-

，リ.
:
.
-
.
.
.、
-
'
,
' 

■
■
■

形
而
上
學
は
ま
物
，M

u
微
念
を
そQ

腊
系
の
支
，柱
と
す
る
が
故 

V

.
そ
ゅ
寶
踐
的
批
、判
は
こ
の
概
念
の
絕
對
的
な
抑

！
：
に̂
，
よ
っ
て 

成
就
さ
れ
る
。
こ
の
概
念
の
絶

&

^
挑
1
1
:
^
は
お
象
の̂
§
象
性
の
撒 

^

と̂
5
>ふ
形
で'行
は
れ
る
。
何
と
な
れ
ぱ
事
彻

C
：

微
微
念
は
對
象 

を
憐
成
す
る
ニ
'
#、因
、
觀
念
性
と
物
性
の
隔
絕
に
お
い
て
形
成 

せ
ふ
れ
る
が
、
祸
象
は
こ
の
二
者
の
不
可
分
性
を
內
{芥
と
し
、
從 

つ
.て
そ
れ
を
'徹
底
ず
‘る
-と！1

ぃ̂
^
,の
連
闕
が
實
現
處
れ：

こ
-の
槪
念
#
 

t緋
斥
さ
れ
る
が
ら
で
あ

る

？
形
而
上
學
は
こ
S

:
一-者

の

分

離

、
に

よ 

つ
で
特
性
づ
け
ら
れ
る
か
b

、
そ
れ
は
嘉
象
を
對
.象
と
ず
'

と
と
.，
 

は
あ
來
な
^

。̂
，
光

驗

論

は

觀

念

の

主

觀

孤

を

説

，ぎ

.、.

I

と
赞
布 

と
を
別
す
る
と
.と

に
よ
り
事
象
を§

1̂

域
と
す
タ

.

が、/ 
K

の
觀
念 

の
主
親
性
は
賞
在
の
不
可
知
性
、
非
風
象i

がxti

導
か
れ
る
。
事

' 

象
は
跟
象
す
る
も
の
で
，あ
る
か
ら
、
.を
れ
は
現
象
し
な
い
實
布
と 

隔
絶
>」
れ
る
。
雨
者
の
閲
係
は
化3:^

と
彼
；t

と
：

S

去

れ

で

，あ

り
、

' 

兩
者
の
間
に
.は
橋
渡
じ
の
出
.来
な5

深
湖
が
横
た
は
っ
.て
ゐ
る
。， 

實
衣
と
隔
絶
さ
れ
た
事
象
非
人
格
的
、
非
現
實
的

.な
'も
.

の
-
'で
あ
- 

り
、 

可
能
的
な
も
の
、

'
’可
能
的
經
驗
で
め
る
。
レ
そ
.れ

，は

人

格

性

を

外
か
ら
與
へ
ら
れ
る
紀
と
な
く
し
て
は
實
ま
さ
れ
な
い
o
.、こ
.

.f

か
. 

ら
先
験
論
散
，立
脚
，す
る
社
會
科
學
が
事
象
に
卽
ざ
ん
，と
す
る
と
、
，
 

0

論
と
實
踐
ぶ
の
分
離
を
導
く
と
；

S

ふ
と
と
が
理
僻
さ
れ
よ
ぅ
。
 

.こ

れ

に

反V

,人
間
ギ一

義
は
^

象
に
0

す
.る
と
：.と
：に
'.,
よ
す
.、：.

人
格 

性
を
观
象
せ
し
め
る
。
そ
の
ぅ
す
ゾ
に
人
格
性
を
か
か
し
て
ゐ
る
や 

ぅ
な
^

§
敛
は
現
毁
的
な
も
‘の
、
現
贊
的
經
驗
で
ぁ
る
。
光
驗
諭
と 

人
間
ホ
'義
と
の
飢
異
は
、
前
ぜ
に
あ
っ
て
は
究
極
的
に
は
關
心
が 

膨
律
に
あ
り
、-
，そ
れ
に
と
っ
て
は
熟
慮
の
.ま
兆
が
题
と
な
グ
ン
の 

に
反
し
て
、
後
者
に
あ
っ
て
は
關
心
ぱ
此
岸
に
注
が
れ
、
そ
れ
に 

と
ウ
て
‘
’：

S

行
爲
の
⑩
界
こ
そ
！
：屈
一

V
あ
み
と

(

い
ふ
こ
と
か
ら
生
す

る
-
.

0
...

てr 
あ

..
ら

う
'
^
-
‘ 

.. 

'
-
.
' 

ゾ
 

' 

, 

/
.
.
' 

. 

- 

- 

. 

_
‘
.
：
-. 

’

そ
の
經
驗
の
狹

■

性
の
、桃
に
、，
功
利
主
義
は
卑
俗
化
を
魅
け
え 

な
い
。
功
利
主
義
か
.ら
生
み3

；

さ
れ
，

た
！
：

超
は功

！
：

主
説
の
積
極 

性

を

撒
®

J
,る

こ
と
に
ム
ウ
て,
決
r
cる
ベ
き
で
あ
、5

^

ぅ
。
と
の 

積
極
性
と
は
；̂
敛
性
で
ぁ
る
。
事
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